
歯科材料（05）歯科用接着充填材料

管理医療機器　歯科用知覚過敏抑制材料（70926000）

(歯科用シーリング・コーティング材（70860000)）

〈原理〉

本品の成分であるシュウ酸が象牙質、エナメル質もしくはセメ

ント質のハイドロキシアパタイト（カルシウム）と反応して、

シュウ酸カルシウムの結晶を象牙細管内に生成し、象牙細管を

封鎖して、知覚過敏の原因因子である細管液の移動を制止させ

ることにより知覚過敏症を抑制する。

また、シュウ酸カルシウム結晶は修復物や補綴物等の接着に影

響がなく、歯質と修復物、補綴物等との界面を封鎖する。

【使用目的又は効果】

１) 象牙細管を封鎖し、知覚過敏症の抑制に用いる。

・コンポジットレジン修復時や補綴治療時などの窩洞形成面

・歯ブラシ磨耗、歯肉後退による象牙質露出

・ルートプレーニング時

・ＰＭＴＣ、スケーリングなどの歯面清掃処置後

・漂白処置前後

・歯周炎による根面露出など

２) 象牙細管の封鎖、または歯質と修復物、補綴物等との界面の

    封鎖に用いる。

【使用方法等】

①歯面清掃

　 本品塗布前のエアーブローを行わないでください。

②本品の塗布・こすり塗り

　 本品を小皿などに１～２滴出します。綿球やマイクロスポン

　 ジに本品をしみ込ませます。

　 患部又は形成された象牙質面を少なくとも5秒間こすり塗り

　 します。塗布面が濡れていることを確認してください。

③エアーブロー

　 塗布面より10ｃｍ程度離れたところより、緩やかに3秒間エ

　 アーブローします。

　 エアーブローを行わない場合には、塗布面を１～２分間放置

　 して自然乾燥させます。

[使用方法に関連する使用上の注意]
１) 歯面への塗布は、必ずこすり塗りすること。

２) 使用後すぐに容器の蓋を閉めること。

３) 水洗や強いエアーブローは、象牙細管内に気泡を混入させ

　  たり、本品を除去してしまいますので絶対に行わないでく

　  ださい。乾燥後、塗布面に結晶もしくは白い層が発現する

　  場合がありますが、これは耐酸性の結晶または層であり、

　  象牙細管内容液の移動を制止するとともに温度や空気の刺

　  激による象牙質知覚過敏を抑制します。

４) 漂白処置前後に使用する場合は、各漂白材（ホワイトニン

　  グ材、ブリーチング材）の取扱業者の指示に従ってください。

５) 知覚過敏が残っている場合は、本品のこすり塗りを繰り返

　  し行ってください。
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